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台風5号への対応策

　今回の強い台風は，発達しながら北上を続けています。このため，８月3日の金曜日には西日本に近づき，荒れた天候になる恐れも出てきています。

　最新の気象情報をチェックしながら，つぎの対応策を参考にして被害を最小限に食い止めるように事前･事後の対策に努めてください。

　この場合，作業中に被害に遭わないよう充分に注意し安全を確認のうえ，ほ場や施設の管理を行ってください。

生育の状況と対応策

作　目
種　　　　類
生育の状況
考えられる被害
対　　応　　策





台　風　前
通　過　後

水稲　　


早生種
穂揃期～傾穂期
倒伏，青枯れ
十分に湛水する
倒伏した場合は速やかに起こす


中生種
幼穂形成期～穂ばらみ期
①葉色の低下，②白葉枯れ病の発生，③生育の異常症状（脱水による脱色等）
十分に湛水する
①台風通過後の殺菌剤散布，②倒伏した場合は速やかに起こす

大豆

開花期
湿害，倒伏
事前の排水対策
①通過後の後の排水対策，②通過後の殺菌剤散布

野菜（露地）
ナス
収穫最盛期
①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入
支柱，ネットの補強
①台風通過後の殺菌剤散布，②根いたみによる生育不良に対応した液肥の葉面散布


ピーマン
収穫最盛期





抑制キュウリ
生育初期
風ずれ傷病害侵入




アスパラガス
夏芽収穫期
①倒伏，②風ずれ傷からの病害侵入




トマト（雨よけハウス）
収穫最盛期
①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入，③倒伏




イチゴ
育苗中
①鉢の転倒，落下，②台風に伴う病害侵入

①台風通過後の殺菌剤散布，②台風通過後速やかに倒伏した鉢の現状復帰

花き
８月咲きキク


開花初期


①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入，③倒伏
支柱，ネットの補強実施
①台風通過後の殺菌剤散布，②台風通過後速やかに倒伏した株を引き起こす


9月咲きキク
着蕾期




作　目
種　　　　類
生育の状況
考えられる被害
対　　応　　策





台　風　前
通　過　後

果樹
モモ
収穫後期
①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入（特にせん孔細菌病），③落果
①果樹棚の補強，補修，②支柱，ネットの補強 ，③台風通過前の殺菌剤散布
台風通過後の殺菌剤散布


ナシ
収穫始め期
①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入（特に輪紋病）③落果




ブドウ
収穫始め期
①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入




リンゴ


果実肥大期


①風ずれ傷による商品価値低下，②風ずれ傷からの病害侵入





カンキツ
果実肥大期
①風ずれ傷による商品価値低下，②傷からの病害侵入（特にかいよう病）



作物全体


①浸水による根部の障害，②冠水では特に水温が高い時期であるので，生理障害や病害発生の恐れが大である

①速やかな排水，②排水後の殺菌剤散布

園芸施設


①施設の倒壊，②被覆資材の損傷
①ハウスバンドの補強，②被覆資材の除去又はハウスの密閉③換気扇運転でハウス内を負圧にする


畜　産


畜舎・堆肥舎



①畜舎等の施設への浸水，土砂流入，②保管飼料の変敗
施設や保管飼料への風雨の吹き込みを防止する

速やかに排水し，水が引いた後，土砂除去・消毒を行う




①電線の被害によるショート，漏電，停電，感電事故 ，②断水
①家畜の感電死や，火事などを起こさないように注意する，②停電に備え，必要な発電器（リース）等の手配をしておく



放牧牛

①牧柵など放牧施設の損壊，②畦畔などの崩壊
安全な施設や畜舎に収容する
台風通過後，放牧地の牧柵等の施設損壊，土砂崩れなどがないか点検してから放牧する



作　目
種　　　　類
生育の状況
考えられる被害
対　　応　　策





台　風　前
通　過　後

畜産


飼料作物


収穫期～収穫後期
①ほ場の冠水・浸水，②倒伏
飼料畑の排水対策に努める
生育後期の飼料作物については，天候回復後，速やかに刈り取り，収穫調製を行う。

また，サイレージ調製に当たっては，必ず水分調整を行うとともに，発酵促進剤等を添加して，サイレージの品質向上を図る。

刈取り時には高刈りし，詰め込み作業時の土砂等混入をできるだけ防ぐ。





草地の侵食や土砂流入

早急に現状回復を図る。

必要によっては牧草の播種等を行ない，草地の生産力の回復を図る。

